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                 吹付枠工の特記仕様書（案）について（通知）

  このことについて、当面の間の処置として、別添のとおり特記仕様書（案）を定
めたので、平成８年９月１０日以降起工決裁のものから適用してください。
  なお、施工試験における圧縮強度試験に用いるテストピースの採取を法枠工本体
からコア採取する等「のり枠工の設計・施工指針」における取扱いと異なったもの
となっているとともに、品質管理基準（案）、出来形管理基準（案）、写真管理基
準（案）及び監督基準（案）を定めていますので、本特記仕様書（案）に基づき適
切に実施するよう、職員に周知徹底してください。

                         吹付枠工特記仕様書（案）
第１章  総則

  第１条  適用
  １  吹付枠工の施工にあたっては、鳥取県土木工事共通仕様書及び設計図書による
    ほか、本特    記仕様書によるものとする。
  ２  本特記仕様書に定めない事項については、「のり枠工の設計・施工指針」（監
    修：建設    省大臣官房技術調査室）によるものとする。

第２章  使用材料

  第２条  使用材料
  １  請負者は、使用する材料承諾願を作成の上、監督員に提出しその承諾を得なけ
    ればならない。
  ２  吹付枠工に使用するセメント、水、骨材、混和材料等については、共通仕様書
    第２章材料「第５節骨材」及び「第８節セメント及び混和材料」の規定によるも
    のとする。

  第３条  骨材
        骨材の使用にあたり、監督員が必要と判断した場合には、請負者と協議の上
      別途品質に関する試験を行い、骨材の品質を確認するものとする。
      なお、品質に関する試験に要する費用は、請負者が負担するものとする。

第３章  配合及び混合

  第４条  配合
  １  配合については、監督員立会のもと試験練りを行い、決定するものとする。
  ２  使用材料を変更する場合には、変更使用承諾願を提出し、承諾を得てから、そ
    の都度試験練りを行うものとする。
  第５条  混合
  １  材料の練り混ぜは機械練りとし、練り混ぜ時間は１．５分以上とする。
  ２  混合してから１時間以上経過した材料は、使用してはならない。

第４章  施工

  第６条  施工計画
        施工にあたり、事前に吹付枠工に関する施工計画を、施工計画書に記載しな
      ければならない。
  第７条  圧送距離
  １  施工における圧送距離は、原則として１００ｍ（または高さ４５ｍ）以内とす
    る。
  ２  やむを得ず（１）項の規定を超える場合は、監督員と協議の上、施工方法を決
    定するものとする。
  第８条  表面水量
  １  現場配合前に骨材の表面水量を測定し、配合に当たっては使用水量の補正を行
    うものとする。
  ２  表面水量の測定は、原則１日２回（午前・午後）とし、品質の均一化を図るも
    のとする。



  第９条  施工時期
  １  吹付に当たっては、原則として極暑期、極寒期及び強風のときは施工を避ける
    ものとする。
  ２  やむを得ず施工する場合は、監督員と協議の上、十分な強度が得られるよう対
    応するものとする。
  第１０条  施工
  １  吹き付け施工時には、型枠、鉄筋などによる跳ね返りが生じやすいので、跳ね
    返り材料の除去、清掃を入念に行う。
  ２  吹き付けにおける継手は、できるだけ縦枠の施工中に作らないよう施工する。
    型枠の外に極端に出た材料については、硬化しないうちに除去するものとする。
  ３  原則として、吹き付け直後のコテ仕上げは実施しない。
  ４  吹き付け施工時に、適正な施工状況を監督員の立会により、確認を受けなけれ
    ばならない。
    なお、立会時期は監督員の指示によるものとする。

第５章  品質管理、出来形管理

  第１１条  圧縮強度
  １  試験練りにおいて、別表－１の品質管理基準（案）の吹付枠工により、強度試
    験を行うものとする。
      なお、吹き付け作業は、７日強度（σ７）が設計強度の７割以上であることを
    確認してから施工すること。
  ２  コンクリート・モルタルの品質管理は、別表－１の品質管理基準（案）の吹付
    枠工による。
    コアの採取は、枠本体（横枠）から１回につき３本採取する。
  ３  圧縮強度試験は、公的試験機関で行うものとし、その結果については当該試験
    機関の証明書を添付の上、監督員に提出するものとする。
  第１２条  管理基準
        吹付枠工における施工管理基準は、品質管理（別表－１）、出来形管理基準
      （別表－２）
      及び写真管理（別表－３）とし、適正に行うものとする。

第６章  その他

  第１３条  その他
        本特記仕様書及び共通仕様書に定めのない事項については、その都度監督員
      と協議を行い、工事の円滑な執行に努めるものとする。
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